
アカコンゴウインコの
人工孵化、育雛

飼育展示担当　奥山　麻裕子
大森山動物園の「インコ・カワセミ舎」では、現在ワライカ

ワセミと３種類のコンゴウインコを飼育しています。今年
に入り、アカコンゴウインコのペアが産卵しました。このア
カコンゴウインコは、南米の熱帯雨林に生息し、成鳥になる
と体重が800ｇを越える大型のインコです。色鮮やかな羽
が特徴です。2012年１月６日、展示場にある巣箱の中で産
卵を確認しましたが、孵化前の１月28日に親鳥が抱卵を放
棄したため、卵を巣箱から回収し、人工孵化、育雛を試みま
した。回収した卵は２つでしたが、１つは巣箱から回収した
時点で、卵の中で既に発育が停止している状態で、今回無事
に孵化できたのは１羽でした。
アカコンゴウインコの孵化直後のヒナは、目は開いてお

らず、目が開くのは孵化して１ヶ月経つ頃になります。また、

コンゴウインコの特徴である色鮮やかな羽も、孵化してす
ぐに生えてくるわけではなく、孵化後２ヶ月を過ぎて少し
ずつ生え始めてきました。
インコのヒナは通常、孵化後120日ほどたつまで母鳥か

ら口移しでごはんを貰います。「メレブ」と名付けた今回誕
生したヒナも、孵化後114日目までは人間が毎回手差しで
給餌を行いました。子犬用リキッドミルクやコンゴウイン
コ用粉ミルクなどをヒナの成長に合わせて、最初は水っぽ
いエサから段々と固形状のものに切り替えていきました。
今では成鳥と同じエサを、お皿から自分で食べることがで
きるようになりました。
まだ小柄ながら羽も綺麗に生え揃い、園内でのお散歩を

行っています。お散歩時は「メレブ」と一緒に、来園者の皆さ
まへ大型インコの解説も行っています。この綺麗で迫力の
ある姿を近くで見て触れていただき、インコの魅力をもっ
とたくさんの方々に知っていただけたらと思います。

飼育展示担当　風登　百愛
　フンボルトペンギンはワシントン条約の付属書Ⅰで「絶
滅の恐れのある種」に指定されています。しかし、日本国内
では動物園、水族館で一番よく見られるペンギンです。
　ここ大森山動物園でも順調に繁殖しています。しかし、
決まったペアばかりの繁殖が目立ち、群れの中で弱いペア
の繁殖がなかなかうまくいかないのが現状でした。
　小さいときから人が近くにいることで将来的に人との
接近がストレスにならず、お客さまにもより近くで観察し
てもらいペンギンに対する興味をより持ってもらえたら
という思いもあり、今回は群れの中で血統的にも数が少な
いペアのヒナを人の手に解して育てることにしました。
　今回の人工育雛においては、将来的に繁殖に影響がでな
いよう人工育雛による人慣れを回避するために、２羽以上
で育雛することにしました。
　2012年４月16,17,18,30日孵化の４羽を人工育雛とし

ました。孵化直後の体重は平均すると74ｇ程で片手に乗
るくらいの大きさです。餌は1日４～５回に分けて給餌し
ました。
　生後70日を越えた頃から園内を散歩したりしお客さま
とも触れ合ったりもしてきました。人が近くにいても特
にストレスを感じたりはしないので、これから、いろいろ
な機会により近くでペンギンを観察してもらう場を設け
ていけたらと思っています。そうすることで野生のペン
ギンの現状にも興味を持ってもらえたらと思っていま
す。

レッサーパンダの
人工哺育

飼育展示担当　堀籠　麻子

大森山動物園では３頭のレッサーパンダを飼育していま
す。全国の動物園で見られ人気の高いシセンレッサーパン
ダですが、野生ではジャイアントパンダと同じく絶滅の危
機にある動物です。世界で飼育されているレッサーパンダ
の半数は日本で飼育され安定して繁殖していますが、当園
では2005年に繁殖して以来途絶えていました。
そんな中2012年６月28日にオスのユウタとメスの陸と

の間に２頭の仔が生まれました。ただ開園中の室内展示場
という馴れない場所で出産してしまったメス親は落ち着か
ず、仔の胎膜をとってやることもせず、世話をしようとする
行動が見られませんでした。すなわち育児放棄です。
そのためやむなくメス親から仔を離し、人工哺育に切り

替えました。当園でのレッサーパンダの人工哺育は初めて
な上、他の動物に比べかなり難しいレッサーパンダの人工

哺育成功率は５割を大きく下回るほどです。他園の資料な
どを参考に獣医師とチームを組み、交代で午前６時から午
前０時の間で１日６回の哺乳（パンダミルク）などをし、体
重は１日10ｇずつ増え順調に育っていたのですが、７月９
日の早朝、午前６時前に保育器の中で仰向けに死亡してい
るのが確認されました。10日齢でした。
原因は肺の循環不全といって血液が体をうまく巡れな

くなったのではないか？との見
解でした。
レッサーパンダの繁殖は年に

１回であるため、来年以降自然
哺育で無事に成長していけるよ
う、個体の安心できる環境作り
とより高い技術を身につけてい
きたいと考えています。

孵化した当日の「メレブ」
孵化時の体重は19ｇ

孵化後60日齢　
羽が生え始めてきました

孵化後147日齢　
体重は600ｇを越えました

孵化後43日齢　
目が開きました

生後2日目 生後100日目

フンボルトペンギンの
人工育雛について

特集
2

　この他にも、これまでに大森山動物園では、サル等の哺乳類、イヌワシ等の鳥類でも人工育雛を行って
きました。親が育てなくなった希少野生動物を確実に成長させるためには、人工哺育はなくてはならない
方法です。
　ただ、人慣れが過ぎると、同種の他の個体との関係に影響を及ぼしてしまいます。特に、群れで生活する
動物は、群れに戻すことがとても難しいのです。例えば、チンパンジーのＪ（ジェイ）太郎は、母親の乳の出
が悪かったため、人工哺育で育ちましたが、群れ入りがなかなかできず、現在、伊豆シャボテン公園で修行
の日々を送っています。また、人工哺育で育った個体がうまく繁殖に取り組めなかったり、仔どもを出産
したものの、再び育児放棄を繰り返してしまうケースもあります。
　一方、当園にて人工哺育で育ったチンパンジーのコブヘイが、横浜市立野毛山動物園
で無事に父親になっている例もあります。
　一人前に育つまでの苦労、育った後の苦労もありますが、やはり、無事に育って、種の
保存に貢献できるよう、動物園の飼育員は全力を尽くしています。

　動物園では、毎年多くの動物が生まれてきます。ほとんどの場合、生みの親が子育てを行っていますが、
事情によって、人が親代わりとなり、子育てを行うことがあります。これを人工哺育（鳥の場合は育雛）と
いいます。人工哺育を行うケースは、人工孵化させたり、親が出産後死亡してしまったり、育てることを
やめてしまった場合等が主なものです。
　今回、３種類の動物で、人工哺育（育雛）を行ったので、それぞれについて紹介します。

人工哺育の取り組み人工哺育
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今後の
イベント

みんな
まってるよ

親と子のふれあい写生大会

春の動物ふれあい
　  フェスティバル

夜の動物園

　７月31日（火）、８月１日（水）の２日間開催された第38回
サマースクールは、１日目16組34名、２日目12組30名の皆
さんが参加されました。遠くは、沖縄県から参加した親子も
いて、１日飼育係として汗にまみれ奮闘しました。
　今年は、とにかく「暑い」の一言。連日の猛暑と熱帯夜で、
開催前から熱中症の心配をしたほどでした｡しかし、心配を
よそに、参加者は午前の飼育体験、午後から各コースに分か
れての企画に笑顔、笑顔の連続でした。
　午前は、２日間とも９つの班に分かれ、２種類以上の動物
の飼育体験に奮闘し、午後は、初・中級コースは２日間とも
「ザリガニ釣りとアライグマへの給餌と観察」、上級コース
は１日目の「キリンのトレーニングおよび採血風景の見学
と血液を顕微鏡で観察」、２日目の「ポニーの治療風景の見
学および病院内でのウサギの診療風景の見学」を体験しま
した。
　子供たちに人気のある初・中級コースの「ザリガニ釣り」
では、約20分の制限時間でザリガニとの釣るか釣られるか
の真剣勝負を繰り広げました。場所が狭く、釣り糸が絡んだ
り、草にクリップが引っかかるなどのハプニングもあり思
うように釣ることはできず、捕獲量は、１日目０匹、２日目

４匹と残念な結果になりましたが、皆制限時間ぎりぎりまで
粘り強くザリガニとの真剣勝負を楽しんでいました。その後
のアライグマへの給餌では、ザリガニに食らいつくアライグ
マに参加者は目を丸くしてじっくりと見入っていました｡
　上級コース１日目のキリンの採血では、滅多に見ることの
できない大型動物の採血風景を固唾をのんで見ていました。
その後は、病院に場所を移して、動物の診療や採血した血液
を顕微鏡で覗き込みながら獣医師の解説に耳を傾け、まるで
大学の講義を受けているような感覚になったようでした。２
日目には、体調を崩しているポニーの治療風景を目の当たり
にした参加者は、獣医師と飼育職員の生死の狭間に立つ大変
さを実感したようでした。
　今年も参加希望が多く、厳正なる抽選の結果、参加した皆
さんは、暑さにもめげず、飼育職員の指導をよく聞き、協力し
ながら、すばらしい体験をしたようでした。担当として、皆さ
んの協力で何とか無事に今年のサマースクールを終えるこ
とができ、ほっとしていますが、後に出た多くの課題を整理
して、来年もっと充実した企画でお待ちしています。皆さん、
本当に猛暑の中お疲れさまでした。そして、ありがとうござい
ました。

6月3日(日)に、大森山動物園人気イベントの１つである春の動物ふ
れあいフェスティバルを開催し、当日は天候にも恵まれ、たくさんの
方が訪れました。
メインイベント「どうぶつパレード」では、今回初めて来園者も一緒

にパレードへ参加していただきました。参加者は、それぞれジャンボ
ウサギやオカメインコ、ポニーなどと一緒に行進し、コーンスネーク
を首に巻き付けて歩いた参加者もいました。秋田ノーザンハピネッツ
のキャラクター「ビッキー」も登場し、動物たちや大森山遊園地アニパ

の「エクル隊長」と一緒にパレードを盛り上げました。
また、新しいイベントとしてアシカの輪投げ体験も実施。参加

者が投げた輪をアシカが華麗にキャッチする姿に大きな拍手が
起こっていました。この他、ミルヴェンジャーのヒントタイムが
好評の「ウォーククイズ」や「吹き矢体験」、「猛獣舎裏側探検とお
食事見学」などのイベントも開催しました。

７月28日(土)、29日(日)の２日間にわたり、第35回親と子のふれ
あい写生大会が開催されました。２日間で557点のバラエティに富
んだ作品が提出され、入賞54点、佳作25点、入選25作品が決定しまし
た。
岩の上に立って周りを見下ろしている姿がこの場所の主であるこ

とをうまく表した、安居院 舜さんの「オレが！マーコールだ！！」、
カピバラの毛なみの様子を色と線の使い方を工夫して描かれた、加
賀谷 多規さんの「けがふさふさなカピバラ」、夏の暑い日に休んでい

る２頭のカンガルーを奥行きが感じさせる構図で描写した、泉 
千花穂さんの「くつろぎタイムのカンガルー」が今年の上位三賞
に選ばれました。
受賞者には、８月26日に大森山動物園内森のステージにて行

われた表彰式において、市長、市議会議長、秋田市教育長からそれ
ぞれ賞状と副賞が贈呈されました。受賞された皆さん、おめでと
うございました。

毎年好評の「夜の動物園」。今年は８月14日（火）から17日
（金）の４日間開催し、期間中はご家族やグループ、カップルな
ど県内外から多くの方にご来園いただきました。
今年は、これまで夜の動物園では屋内で展示をしていたゾウ

とキリンを屋外でご覧いただけるようにした他、マーコールの
天空の食卓やペンギンの水中をライトアップしたり、園路を照
らすキャンドルストリートを実施するなど、より夜の動物園を

お楽しみいただけるよう幻想的な空間を演出しました。
また、大人気のまんまタイムやどうぶつ解説も大勢の人で賑

わい、どのイベントも開始時間には周りを埋め尽くすほどの人
が集まって、動物たちの迫力ある姿や可愛らしい仕草に大きな
歓声が上がりました。

秋田市長賞
「オレが！マーコールだ！！」

秋田市立御所野小学校５年　安居院 舜さん

市議会議長賞
「けがふさふさなカピバラ」

秋田市立土崎小学校１年　加賀谷　多規さん

教育長賞
「くつろぎタイムのカンガルー」

秋田市立桜小学校４年  泉 千花穂さん

いい夫婦の日イベント
　11月22日の「いい夫婦の日」にちなみ、ご夫婦だけで動物園をお楽しみいただく特別なイベ
ントです。二人で、動物園を散策しながらゆっくりとした時間をお過ごしください。（イベント
への参加には事前応募が必要です。）

11月23日（金・祝日）

上手だな～

7月28・29日7月31日・8月1日

8月14日～17日

サマースクール担当　山上　昇

さよなら感謝祭 12月2日（日）
　今年の通常開園最後の日となる12月２日に、動物の慰霊とお客
さまへの感謝の気持ちを込めて、「さよなら感謝祭」を開催します。
　当日は、通常入園料大人700円のところ500円で入園できます。
（他の割引との併用はできません。）

雪の動物園
2013年1月5日（土）
から2月24日（日）

　毎年好評の「雪の動物園」は今シーズンも開催。真っ白
な雪が太陽を反射し、普段とは違う一面銀世界の動物園
と、その中で過ごす動物たちの表情をぜひご覧ください。

猛暑の中の
   サマースクール

6月3日

〔土日祝のみ〕
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飼　育　日　誌
2/6
2/7
2/13
2/15
2/22
2/28
2/29
3/5
3/8

3/9
3/14
3/16
3/17

3/28
4/2
4/6
4/7
4/8
4/9
4/15
4/15

4/17
4/21
4/25
4/27
4/28
5/2
5/2
5/6
5/7
5/8
5/10
5/13
5/13
5/15
5/22
5/23
5/23
5/23
5/26
5/28
6/5
6/7

6/9
6/14
6/16
6/18

カリフォルニアアシカ
シバヤギ
ツキノワグマ
トナカイ
イヌワシ
アカコンゴウインコ
コウノトリ
ワピチ
ピューマ

ボリビアリスザル
アナグマ
アライグマ
ポニー

チンパンジー
イヌワシ
シンリンオオカミ
ウサギ・モルモット
アムールトラ
アミメキリン
アメリカビーバー
ホンドキツネ
ホンドタヌキ
ホオアカトキ
タンチョウ
ホンドフクロウ
イヌワシ
アフリカゾウ
マーコール
ワオキツネザル
アカコンゴウインコ
ツキノワグマ
アライグマ
ラマ
チンパンジー
プレーリードッグ
マーコール
タンチョウ
カナダヤマアラシ
コウノトリ
マーコール
フンボルトペンギン
ツキノワグマ
シバヤギ
シンリンオオカミ

シバヤギ
アミメキリン
アミメキリン
アカカアンガルー

検温、採血のトレーニングを行う。
シロ♀朝から鳴いていたため、信濃丞と同居させる。
入室し、仔の鳴き声を確認。１頭確認。
マオ・サクラとカイオウの展示場を入れ替える。
西目　第１卵を確認し、孵卵器へ入れる。
ヒナ　首が右に曲がり、うまく据わらない状態。
冬囲い撤去作業。巣台に卵４個を確認。
♂　展示場内を走り回り、キーパーにも攻撃的。
午前中、展示場で同居。
フレーメン、爪研ぎ行動が多く見られる。
午前中、パパとすず交尾確認。
冬ごもりから起こす。
新規個体2頭を朝、展示場へ放飼する。
通常開園スタート。
エニフとエルフィーが開園セレモニーに参加。
飼育員がボンタ♂に指を噛み切られる事故が発生。
展示ペア抱卵の卵２個を盛岡市動物公園に譲渡。
ミッドナイト♂死亡（腎不全）。
移動動物園に参加。
兄妹トラ（ヒロシ♂、アサコ♀）の１歳誕生会。
パドック柵越で、屋外採血に初めて成功。
今日から、見合い開始する。
ターゲットトレーニング始める。
ターゲットトレーニング始める。
２ペアの抱卵姿勢を確認。
産卵２個確認。抱卵継続。
２羽を新フクロウ舎に移動。
３羽（信濃、たつこ、風輝）を改修した猛禽舎に移動。
有料えさやり体験を開始。
若♂２頭とロール♂・♀群との同居開始。
仔２頭　親から放れて遊ぶ時間が多くなった。
腕乗せ展示の練習開始。
子グマが屋外展示場デビュー。
リン♀死亡。
ヒロ♂　リードを着け、園内散歩トレーニング。
ココ♀　誕生会。
エール♂、モール♀、新♂の同居。闘争は見られない。
午後３時過ぎ、ララが２頭出産。
１卵孵化。もう１卵も嘴打ちが始まっていた。
メープル　展示場側の小屋内にて１頭出産。　
ヒナ２羽　日中、立ち上がる時間が長くなってきた。
ルー　岩山の下段あたりで１頭出産。
ヒナを外に連れ出し、来園者にタッチングしてもらう。
仔♀は「ルイ」と命名。マイクロチップ埋め込み。
バニラ　夕方、１頭♀出産。
キララ♀、群馬サファリパークに搬出。
ジュディー♀、群馬サファリパークから搬入。
バニラ親子をなかよしタイムに参加させる。
茶臼山動物園から、♂（カンタ、２歳）を搬入。
リンリン♀とカンタ♂を同居展示。
デニーロ♂とトマコ♀の交尾確認。

●マーコールが展示場やぐらに登って食事している光景を見て、「この展示効果はすばらしい。」 
●アシカのトレーニングを見て、「水族館に行かなくても見られるんだ。しかも近い。手を伸ばせば触れられそう。」 
●ケヅメリクガメのまんまタイムを見て、「これだけでも来た甲斐があった。また、見に来たい。」 
●アシカのトレーニング、「いろいろなことができるようになってすごいね。また遊びに来るね。」 
●フラミンゴが、ガラス面になって前より見やすくなった。 
●アライグマのまんまタイムが大好き。 
●アシカのトレーニングを見て、「動物園なのにすごい。」 
●キリンを近くで見られて感激した。 
●シロフクロウ♀の死亡を聞き、「とてもショックです。」 

6/18
6/19
6/20
6/22
6/23

6/25
6/28

6/30
7/1
7/3
7/4
7/6
7/7

7/8
7/9
7/11
7/12
7/12
7/14

7/16
7/18
7/20
7/21
6/8
7/30
8/1
8/4
8/5
8/6
8/7

8/9
8/11

8/12

8/14
8/15

8/18
8/21
8/24
8/25
8/25
8/30
8/31

アフリカゾウ
アムールトラ
ホオアカトキ
シバヤギ
シンリンオオカミ

カナダヤマアラシ
レッサーパンダ

ポニー
シバヤギ
フンボルトペンギン
シバヤギ
アミメキリン
ノドジロオマキザル

ホオアカトキ
レッサーパンダ
アカカアンガルー
キョン
ケヅメリクガメ
アムールトラ
フラミンゴ
チンパンジー
アカコンゴウインコ
ホンドタヌキ
アフリカタテガミヤマアラシ
ミニブタ
トナカイ
フラミンゴ
ボリビアリスザル
チンパンジー
プレーリードッグ
シンリンオオカミ

ニホンリス
ワタボウシパンシェ

シバヤギ

カピバラ
アフリカタテガミヤマアラシ

クジャク
アミメキリン
シロフクロウ
アフリカゾウ
マーコール
アライグマ
ヒツジ

ダイスケ♂　左牙先端が欠落。
アサコ♀　アドベンチャーワールドに搬出。
ヒナの姿を確認。鳴きながら頭部を小刻みに動かす。
ヤムチャ　朝、♀２頭の出産を確認。
ジュディー♀を屋外展示場に出す。
匂いを嗅ぐ、人前に寄ってくるなど活発に動く。
メープルの仔（メイ）は、♀と判明。
陸♀が室内展示場で２頭出産。
１頭は死亡、１頭は人工哺育。
クリン　久々に展示場で砂浴び。採食良好。
ギン　朝、♂１♀１を出産。
ヒナ７６日齢 園内を散歩。誰にでもついていく。
シロ　昼頃、♀２頭出産。
カンタ♂のターゲットトレーニング開始。
手にタッチするトレーニングと棒を握る
トレーニングを行う。
ヒナ　羽ばたきを確認。
朝、6/28出生個体の死亡確認。
デニーロ♂とモモコ♀の交尾確認。
展示場フェンスの一部をガラス板に張り替え。
カメコ　17個産卵。
展示場金網の一部をガラス板に張り替え。
展示場金網の一部をガラス板に張り替え。
ユミノスケ♂誕生会。
散歩時、地上2.5mほどまで飛翔する。
ポン♂とポコ♀の闘争あり。
ワヤの仔の性別は♂と判明。
トレーニングにホイッスルを使い、呼び戻しを強化。
全頭、暑さのため呼吸が浅く速い。
展示場ガラス前、記念撮影客が増え、滞在時間も長い。
すず♀　朝、出産していたが、仔は死亡していた。
全頭、夏バテか採食不良。動きも緩慢。
エール♂　朝から動き鈍く、治療するも、夕方死亡。
シン♂とジュディー♀の同居スタート。
連れ添って展示場内を動き回る。
出生個体６匹の体重測定、マイクロチップ埋め込み。
ランディー♂　ホシガメ展示場に移動し、
混合展示を始める。
メェーメェーオリンピック表彰式。
第一位は、ライス（バニラの仔）。
ぐり、ぐら　夜の動物園で初めての夜間展示。
展示場に果実入り氷柱を設置。
全個体、かじり食していた。
7/22産卵の卵が人工孵化。
カンタ♂の本格的な追尾行動を確認。
ゴマ♀　朝、死亡しているのを確認。
２頭ともプールに入って水浴びしていた。
ルー♀展示場中央部で死亡を確認（循環不全）。
２頭でグルーミング行動。
全頭の毛刈り終了。
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コミュニケーションの作成で最初に行うことは、「この誌面で何を伝え
たいか」を考えること。何について取り上げ、どう伝えるのかを考えます。
今回は、大森山全体と動物の人工哺育を特集として取り上げましたが、

どんな記事を取り上げても、結局は一本につながっていることに気付き
ます。職員は、「お客さまに喜んでもらう」という目的に向かって、それぞ
れアイデアを出し、実現に向けて日々奮闘しています。そんな、動物園や
職員の思いとそこに向けた取り組みを、多くの人に伝えることがこの誌

面の役割なのだと実感します。
何も考えずに、ただ動物たちの姿を見るだけで楽しい。個人的にはそこ

が動物園の魅力の一つだと思っていますが、動物園の中では動物のこと、
お客さまのこと、施設のことなど様々なドラマがあります。この誌面でそ
のドラマを知って動物園を訪れることで、また違った楽しみ方をしても
らえればうれしく思います。（保坂）
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実は、ほめられたら
伸びるタイプです


